
(57)【要約】

【課題】　塗工速度を抑えることなく塗工ギャップを広

げることもできる反射防止膜用組成物及び該組成物を用

いた塗工方法を提供する。

【解決手段】　塗工ノズルと基板との間に間隙を有しつ

つ該塗工ノズル先端から出る塗工液を基板に接液させた

状態にて相対的に基板を移動させることによって基板上

に薄膜を形成する塗工方法おいて、塗工速度を１m/min

以上５m/min以下とするとともに塗工時における間隙を

４００μｍ以上６００μm以下として基板に塗工を行う

場合に、塗工時に用いる塗工液に含有する溶媒の蒸気圧

を０．３kPa以上３．５kPa以下、且つ溶媒の粘度を０．

５mPa・ｓ以上２．５mPa・ｓ以下とする。

【選択図】　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ダ イ コ ー ト 法 を 用 い て 塗 工 ギ ャ ッ プ を ４ ０ ０ μ ｍ 以 上 且 つ 塗 工 速 度 ３ m/min以 上 の 塗 工 速
度 に て 薄 膜 を 形 成 す る の に 適 し た 反 射 防 止 膜 用 組 成 物 に お い て 、 該 反 射 防 止 膜 用 組 成 物 は
少 な く と も UV硬 化 樹 脂 と 、 金 属 酸 化 物 と 、 硬 化 剤 と 、 １ 種 類 以 上 の 溶 媒 と を 含 有 す る と と
も に 、 該 含 有 し て い る １ 種 類 以 上 か ら な る 溶 媒 の ２ ０ ℃ に お け る 蒸 気 圧 が ０ ． ３ kPa以 上
３ ． ５ kPa以 下 、 且 つ 前 記 含 有 し て い る 溶 媒 の ２ ０ ℃ に お け る 粘 度 が ０ ． ３ mPa・ ｓ 以 上 ２
． ６ mPa・ ｓ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 反 射 防 止 膜 用 組 成 物 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ の 反 射 防 止 膜 用 組 成 物 に お い て 、 前 記 溶 媒 は 極 性 溶 媒 で あ る こ と を 特 徴 と す る 反
射 防 止 膜 用 組 成 物 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 ２ の 反 射 防 止 用 組 成 物 に お い て 、 前 記 溶 媒 は ア ル コ ー ル 類 ま た は ケ ト ン 類 、 ま た は
エ ス テ ル 類 で あ る こ と を 特 徴 と す る 反 射 防 止 膜 用 組 成 物 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 ３ の 反 射 防 止 膜 用 組 成 物 に お い て 、 前 記 Ｕ Ｖ 硬 化 樹 脂 と し て ジ ペ ン タ エ リ ス リ ト ー
ル ヘ キ サ ア ク リ レ ー ト を 用 い る こ と を 特 徴 と す る 反 射 防 止 膜 用 組 成 物 。
【 請 求 項 ５ 】
塗 工 ノ ズ ル と 基 板 と の 間 に 間 隙 を 有 し つ つ 該 塗 工 ノ ズ ル 先 端 か ら 出 る 塗 工 液 を 基 板 に 接 液
さ せ た 状 態 に て 相 対 的 に 基 板 を 移 動 さ せ る こ と に よ っ て 基 板 上 に 薄 膜 を 形 成 す る 塗 工 方 法
お い て 、 塗 工 速 度 を １ m/min以 上 ５ m/min以 下 と す る と と も に 塗 工 時 に お け る 前 記 間 隙 を ４
０ ０ μ ｍ 以 上 ６ ０ ０ μ m以 下 と し て 前 記 基 板 に 塗 工 を 行 う 場 合 に 、 該 塗 工 時 に 用 い る 前 記
塗 工 液 に 含 有 す る 溶 媒 の 蒸 気 圧 を ０ ． ３ kPa以 上 ３ ． ５ kPa以 下 、 且 つ 溶 媒 の 粘 度 を ０ ． ５
mPa・ ｓ 以 上 ２ ． ５ mPa・ ｓ 以 下 と す る こ と を 特 徴 と す る 塗 工 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ダ イ コ ー ト 法 を 用 い て 基 板 上 に 反 射 防 止 膜 を 形 成 す る 際 に 使 用 す る 反 射 防 止
膜 用 組 成 物 及 び 該 反 射 防 止 用 組 成 物 を 用 い た 塗 工 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 細 隙 を 有 し た ノ ズ ル を 用 い て 、 毛 細 管 現 象 を 利 用 し た ダ イ コ ー ト 法 に よ る 成 膜 方
法 が 検 討 さ れ て い る 。 こ の 成 膜 方 法 で は 、 塗 工 時 に ノ ズ ル を シ ー ト 状 ま た は 板 状 の 基 板 近
傍 に 位 置 さ せ 、 ノ ズ ル に 設 け ら れ た 細 隙 か ら 塗 工 液 を 基 板 に 接 液 さ せ る と と も に 、 ノ ズ ル
と 基 板 と の 間 に 間 隙 （ 以 下 、 塗 工 ギ ャ ッ プ と 記 す ） を 形 成 し な が ら 基 板 表 面 に 塗 工 液 を 塗
工 す る も の で あ る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ６ ２ ３ ７ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 近 年 、 反 射 防 止 膜 を 形 成 さ せ る 基 板 は 、 ガ ラ ス 基 板 に 代 わ り 、 プ ラ ス チ ッ ク 等 の 樹 脂 基
板 が 多 く な っ て い る 。 こ の よ う な 樹 脂 基 板 は 軽 量 化 や 取 り 扱 い の 容 易 さ 等 、 ガ ラ ス 基 板 に
対 し て 有 利 な 点 が 多 い が 、 樹 脂 の 特 性 上 、 ガ ラ ス 基 板 に 比 べ 基 板 の 厚 さ ム ラ が 発 生 し や す
い 。 こ の た め ノ ズ ル と 基 板 と の 間 の 塗 工 ギ ャ ッ プ が 狭 い と ノ ズ ル が 基 板 に 接 触 し や す く な
り 、 塗 工 に 影 響 を 及 ぼ し て し ま う 。 ま た 、 ノ ズ ル と 基 板 と の 接 触 を 避 け る た め に 塗 工 ギ ャ
ッ プ を 広 く す る こ と も 可 能 で あ る が 、 塗 工 ギ ャ ッ プ が 広 い と 塗 工 液 の 接 液 状 態 が 切 れ や す
く な る 。 こ の た め 、 塗 工 ギ ャ ッ プ を 広 く し つ つ 塗 工 速 度 を 上 げ る こ と は 困 難 で あ っ た 。
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　 本 発 明 は 、 上 記 従 来 技 術 の 問 題 点 に 鑑 み 、 塗 工 速 度 を 抑 え る こ と な く 塗 工 ギ ャ ッ プ を 広
げ る こ と も で き る 反 射 防 止 膜 用 組 成 物 及 び 該 組 成 物 を 用 い た 塗 工 方 法 を 提 供 す る こ と を 技
術 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 （ １ ） 　 ダ イ コ ー ト 法 を 用 い て 塗 工 ギ ャ ッ プ を ４ ０ ０ μ ｍ 以 上 且 つ 塗 工 速 度 ３ m/min以
上 の 塗 工 速 度 に て 薄 膜 を 形 成 す る の に 適 し た 反 射 防 止 膜 用 組 成 物 に お い て 、 該 反 射 防 止 膜
用 組 成 物 は 少 な く と も UV硬 化 樹 脂 と 、 金 属 酸 化 物 と 、 硬 化 剤 と 、 １ 種 類 以 上 の 溶 媒 と を 含
有 す る と と も に 、 該 含 有 し て い る １ 種 類 以 上 か ら な る 溶 媒 の ２ ０ ℃ に お け る 蒸 気 圧 が ０ ．
３ kPa以 上 ３ ． ５ kPa以 下 、 且 つ 前 記 含 有 し て い る 溶 媒 の ２ ０ ℃ に お け る 粘 度 が ０ ． ３ mPa
・ ｓ 以 上 ２ ． ６ mPa・ ｓ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
　 （ ２ ） 　 （ １ ） の 反 射 防 止 膜 用 組 成 物 に お い て 、 前 記 溶 媒 は 極 性 溶 媒 で あ る こ と を 特 徴
と す る 。
　 （ ３ ） 　 （ ２ ） の 反 射 防 止 用 組 成 物 に お い て 、 前 記 溶 媒 は ア ル コ ー ル 類 ま た は ケ ト ン 類
、 ま た は エ ス テ ル 類 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
　 （ ４ ） 　 （ ３ ） の 反 射 防 止 膜 用 組 成 物 に お い て 、 前 記 Ｕ Ｖ 硬 化 樹 脂 と し て ジ ペ ン タ エ リ
ス リ ト ー ル ヘ キ サ ア ク リ レ ー ト を 用 い る こ と を 特 徴 と す る 。
　 （ ５ ） 　 塗 工 ノ ズ ル と 基 板 と の 間 に 間 隙 を 有 し つ つ 該 塗 工 ノ ズ ル 先 端 か ら 出 る 塗 工 液 を
基 板 に 接 液 さ せ た 状 態 に て 相 対 的 に 基 板 を 移 動 さ せ る こ と に よ っ て 基 板 上 に 薄 膜 を 形 成 す
る 塗 工 方 法 お い て 、 塗 工 速 度 を １ m/min以 上 ５ m/min以 下 と す る と と も に 塗 工 時 に お け る 前
記 間 隙 を ４ ０ ０ μ ｍ 以 上 ６ ０ ０ μ m以 下 と し て 前 記 基 板 に 塗 工 を 行 う 場 合 に 、 該 塗 工 時 に
用 い る 前 記 塗 工 液 に 含 有 す る 溶 媒 の 蒸 気 圧 を ０ ． ３ kPa以 上 ３ ． ５ kPa以 下 、 且 つ 溶 媒 の 粘
度 を ０ ． ５ mPa・ ｓ 以 上 ２ ． ５ mPa・ ｓ 以 下 と す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 塗 工 装 置 と 基 板 と の 接 触 を 抑 制 す る と と も に 塗 工 速 度 を 抑 え る こ と な
く 反 射 防 止 膜 を 基 板 に 形 成 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 基 に 説 明 す る 。 図 １ は 本 実 施 の 形 態 で 示 す ダ イ コ ー
ト 法 を 用 い た 塗 工 装 置 に よ り 製 造 さ れ る 光 学 薄 膜 付 透 明 基 板 の 概 略 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
図 １ に 示 す 光 学 薄 膜 付 透 明 基 板 は 、 ２ 層 の 薄 膜 層 か ら 構 成 さ れ 反 射 防 止 効 果 を 有 す る も の
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 １ は 透 明 の 基 板 （ 基 材 ） で あ る 。 使 用 す る 基 板 の 屈 折 率 は 1.48～ 1.70程 度 の も の を 使 用
す る 。 具 体 的 に 、 基 板 材 料 と し て は ガ ラ ス 、 プ ラ ス チ ッ ク （ 例 え ば 、 ポ リ カ ー ボ ネ イ ト 樹
脂 、 ポ リ エ ス テ ル 樹 脂 、 ポ リ ウ レ タ ン 樹 脂 、 ア ク リ ル 樹 脂 等 ） が 用 い ら れ 、 光 学 的 に 透 明
で あ れ ば 特 に 限 定 さ れ な い 。 な お 、 こ こ で 言 う 基 板 と は 、 板 状 の 基 板 以 外 に も シ ー ト 状 の
基 材 も 含 む も の と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ２ は 基 板 １ 上 に 積 層 さ れ 、 基 板 １ の 屈 折 率 よ り も 高 い 屈 折 率 を も つ 第 １ 薄 膜 層 で あ る 。
第 １ 薄 膜 層 ２ に 使 用 さ れ る 材 料 は 、 使 用 す る 基 板 １ に 応 じ て 適 宜 選 択 さ れ る が 、 屈 折 率 1.
50～ 2.50程 度 の 範 囲 の も の が 使 用 さ れ る 。 具 体 的 に 第 １ 薄 膜 層 ２ の 主 成 分 に は 、 ZrO 2 （ 屈
折 率 1.9） や 、 TiO 2 （ 屈 折 率 2.2） 等 の 金 属 酸 化 物 が 挙 げ ら れ る 。 ま た 、 第 １ 薄 膜 層 ２ の 膜
厚 は 、 所 望 す る 反 射 防 止 効 果 が 得 ら れ る た め に 必 要 な 膜 厚 で あ れ ば よ い 。 例 え ば λ ＝ 500n
m～ 600nm程 度 の 波 長 に お い て 反 射 率 が 最 小 に な る よ う に 膜 厚 を 設 定 す る 場 合 に は 、 光 学 膜
厚 （ nd） は 好 ま し く は 100nm～ 200nm程 度 、 さ ら に 好 ま し く は 、 125nm～ 200nm程 度 で あ れ ば
良 い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ３ は 第 １ 薄 膜 層 ２ 上 に 積 層 さ れ 、 第 １ 薄 膜 層 ２ の 屈 折 率 よ り も 低 い 屈 折 率 を も つ 第 ２ 薄
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膜 層 で あ る 。 第 ２ 薄 膜 層 ３ に 使 用 さ れ る 材 料 は 、 屈 折 率 1.35～ 1.60程 度 の 範 囲 の も の が 使
用 さ れ る 。 具 体 的 に 第 ２ 薄 膜 層 ３ の 主 成 分 に は SiO 2 （ 屈 折 率 1.46） 等 の 金 属 酸 化 物 が 挙 げ
ら れ る 。 ま た 、 第 ２ 薄 膜 層 ３ の 膜 厚 は 、 所 望 す る 反 射 防 止 効 果 が 得 ら れ る た め に 必 要 な 膜
厚 で あ れ ば よ い 。 例 え ば 500nm～ 600nm程 度 の 波 長 に お い て 反 射 率 が 最 小 に な る よ う に 膜 厚
を 設 定 す る 場 合 に は 、 光 学 膜 厚 （ nd） は 好 ま し く は 100nm～ 200nm程 度 、 さ ら に 好 ま し く は
、 100nm～ 150nm程 度 で あ れ ば 良 い 。
　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 基 板 上 に ２ 層 の 薄 膜 を 形 成 し て 反 射 防 止 効 果 を 得 る も の と し て
い る が 、 こ れ に 限 る も の で は な く 、 所 望 す る 光 学 特 性 が 得 ら れ る よ う に 適 宜 積 層 す る 薄 膜
層 の 数 を 決 定 す れ ば よ い 。 ま た 、 基 板 上 に 形 成 す る 膜 厚 は 上 記 に 示 し た 膜 厚 に 限 る も の で
は な く 、 所 望 す る 光 学 特 性 に 応 じ て 適 宜 決 定 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 ２ は 本 実 施 の 形 態 で 用 い る 反 射 防 止 膜 用 組 成 物 を 塗 工 液 と し て 用 い た 塗 工 装 置 を 側 方
か ら 見 た と き の 概 略 図 を 示 す 。
　 １ ０ は 下 面 に 複 数 の 吸 引 孔 を 有 し た 移 動 台 で あ り 、 こ の 吸 引 孔 か ら の 吸 引 に よ っ て 基 板
１ を 移 動 台 １ ０ の 下 面 に 保 持 す る よ う に な っ て い る 。 移 動 台 １ ０ は モ ー タ 等 か ら な る 駆 動
手 段 ２ ０ に よ っ て 、 塗 工 装 置 の 前 後 方 向 （ 紙 面 右 か ら 左 ） に 駆 動 可 能 と な っ て い る 。 １ １
は 塗 工 ノ ズ ル で あ り 、 基 板 １ の 横 幅 と 同 じ か 、 そ れ よ り も 長 く 塗 工 装 置 の 左 右 方 向 に 延 び
て い る 。 塗 工 ノ ズ ル １ １ の 先 端 に は 、 ノ ズ ル １ １ 内 部 に 向 か っ て 形 成 さ れ て い る 細 隙 １ ２
が 設 け ら れ て お り 、 後 述 す る 反 射 防 止 膜 用 組 成 物 （ 以 下 、 塗 工 液 と 記 す ） が 、 こ の 細 隙 １
２ を 経 て 基 板 １ に 塗 工 さ れ る よ う に な っ て い る 。 １ ３ は 細 隙 １ ２ に 繋 が る 液 溜 部 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 ２ に 示 す １ ５ は 、 液 溜 部 １ ３ に 供 給 管 １ ６ を 介 し て 塗 工 液 を 供 給 す る 液 供 給 部 で あ る
。 液 供 給 部 １ ５ は 、 駆 動 手 段 ２ １ に よ っ て 上 下 動 す る 載 置 台 １ ７ 上 に 固 定 保 持 さ れ て い る
。 ま た 、 塗 工 ノ ズ ル １ １ 及 び 液 供 給 部 １ ５ を 載 置 す る 載 置 台 １ ７ は 、 駆 動 手 段 ２ ２ に よ っ
て 上 下 動 す る 台 １ ８ 上 に 固 定 保 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ２ に 示 す １ ９ は 塗 工 液 を 貯 蔵 す る 液 貯 蔵 部 で あ る 。 液 貯 蔵 部 １ ９ に は 液 供 給 部 １ ５ に
塗 工 液 を 送 る た め の 供 給 管 ２ ３ が 接 続 さ れ て お り 、 ポ ン プ ２ ４ の 駆 動 に よ り 液 貯 蔵 部 １ ９
内 に 貯 蔵 さ れ た 塗 工 液 が 液 供 給 部 １ ５ に 送 ら れ る よ う に な っ て い る 。 な お 、 液 供 給 部 １ ５
内 の 塗 工 液 の 量 は 、 液 供 給 部 １ ５ に 溜 ま っ て い る 塗 工 液 の 液 面 高 さ を 検 出 す る 図 示 な き セ
ン サ に よ っ て 検 出 さ れ 、 こ の 検 出 結 果 に 基 に 液 貯 蔵 部 １ ９ か ら 塗 工 液 の 供 給 が 行 わ れ る た
め 、 常 に 基 準 量 以 上 の 液 量 が 確 保 さ れ る 。
　 ３ ０ は 塗 工 装 置 の 駆 動 制 御 を 行 う 制 御 部 で あ り 、 駆 動 手 段 ２ ０ ～ ２ ２ 、 ポ ン プ ２ ４ 等 が
接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 で 用 い る 反 射 防 止 膜 用 組 成 物 に つ い て 説 明 す る 。
　 本 実 施 形 態 に お け る 反 射 防 止 膜 用 組 成 物 は 、 UV（ 紫 外 線 ） 硬 化 樹 脂 、 金 属 酸 化 物 、 硬 化
剤 （ 重 合 開 始 剤 ） 、 溶 媒 か ら な る 。 UV硬 化 樹 脂 と し て は 、 そ の 化 学 構 造 に 架 橋 点 を 複 数 有
す る 樹 脂 が 用 い ら れ 、 例 え ば 多 官 能 ア ク リ レ ー ト 、 多 官 能 メ タ ク リ レ ー ト や 多 官 能 ウ レ タ
ン ア ク リ レ ー ト 等 が 好 適 に 用 い ら れ る 。 具 体 的 に 多 官 能 ア ク リ レ ー ト と し て は 、 ジ ペ ン タ
エ リ ス リ ト ー ル ヘ キ サ ア ク リ レ ー ト （ DPHA） 、 ペ ン タ エ リ ス リ ト ー ル テ ト ラ ア ク リ レ ー ト
や ペ ン タ エ リ ス リ ト ー ル ト リ ア ク リ レ ー ト 等 が 挙 げ ら れ る 。 ま た 、 多 官 能 メ タ ク リ レ ー ト
と し て は 、 ト リ メ チ ロ ー ル プ ロ パ ン ト リ メ タ ク リ レ ー ト 、 グ リ セ リ ン ジ メ タ ク リ レ ー ト 、
等 が 挙 げ ら れ る 。 ま た 、 多 官 能 ウ レ タ ン ア ク リ レ ー ト と し て は 、 ヘ ゜ ン タ エ リ ス ト リ ー ル
ト リ ア ク リ レ ー ト ト リ レ ン シ ゛ イ ソ シ ア ネ ー ト ウ レ タ ン ホ ゜ リ マ ー や 、 ヘ ゜ ン タ エ リ ス ト
リ ー ル ト リ ア ク リ レ ー ト イ ソ ホ ロ ン シ ゛ イ ソ シ ア ネ ー ト ウ レ タ ン ホ ゜ リ マ ー 等 が 挙 げ ら れ
る 。 ま た 、 こ の 他 に も グ リ シ ジ ル メ タ ク リ レ ー ト 等 の 単 官 能 モ ノ マ ー を 適 宜 加 え て も 良 い
。 単 官 能 モ ノ マ ー は 反 応 性 希 釈 剤 と し て 用 い ら れ る 。 こ の よ う な UV硬 化 樹 脂 は 反 射 防 止 膜
用 組 成 物 全 体 に お い て 、 好 ま し く は ０ ． １ 重 量 %以 上 １ ０ ． ０ 重 量 %以 下 、 さ ら に 好 ま し く
は ０ ． ５ 重 量 %以 上 ５ ． ０ 重 量 %以 下 程 度 、 配 合 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 屈 折 率 調 整 剤 と し て 用 い る 金 属 酸 化 物 は 、 高 屈 折 率 用 材 料 と し て は TiO 2 ゾ ル や Zr
O 2 ス ラ リ ー （ そ の 他 と し て 、 ITO、 ATO、 ZnO、 SnO 2 、 CeOの 各 ス ラ リ ー ） を 用 い る こ と が で
き る 。 ま た 、 低 屈 折 率 用 材 料 と し て は 、 SiO 2 ゾ ル を 用 い る こ と が で き る 。 こ の よ う な 金 属
酸 化 物 は 、 反 射 防 止 膜 用 組 成 物 全 体 に お い て 、 好 ま し く は ０ ． ５ 重 量 %以 上 １ ０ .０ 重 量 %
以 下 、 さ ら に 好 ま し く は １ ． ０ 重 量 %以 上 ５ ． ０ 重 量 %以 下 程 度 配 合 す る こ と が で き る 。 金
属 酸 化 物 の 含 有 量 を こ の よ う な 範 囲 内 に す る こ と に よ り 、 膜 設 計 時 に 設 定 し た 各 薄 膜 層 の
屈 折 率 に す る こ と が で き る 。
　 硬 化 剤 （ 重 合 開 始 剤 ） と し て は 、 ア ミ ノ ケ ト ン 系 の 光 重 合 開 始 剤 を 好 適 に 用 い る こ と が
で き る 。 具 体 的 に は 2-メ チ ル -1［ 4-（ メ チ ル チ オ ） フ ェ ニ ル ］ -2-モ ル フ ォ リ ノ フ ゜ ロ ハ
゜ ン -1-オ ン 等 を 挙 げ る こ と が で き る 。 な お 硬 化 剤 は 、 UV硬 化 樹 脂 を 完 全 に 重 合 、 硬 化 さ
せ る こ と が で き る だ け の 量 が 配 合 さ れ て い れ ば よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 実 施 形 態 の 反 射 防 止 膜 用 組 成 物 に 用 い る 溶 媒 は 、 基 板 上 に 塗 膜 後 、 蒸 発 さ せ て 除 去 す
る こ と に な る 。 こ の た め 、 生 産 効 率 の 観 点 か ら は で き る だ け 早 く 除 去 す る た め に は 、 溶 媒
の 蒸 気 圧 が 高 い （ 言 い 換 え る と 沸 点 は 低 い ） 方 が 好 ま し い 。 し か し な が ら 本 発 明 者 ら は 、
溶 媒 の 蒸 気 圧 が 高 す ぎ る と 、 塗 工 が 不 安 定 に な り 、 ま た 、 溶 媒 の 蒸 気 圧 が 低 い 場 合 に は 、
塗 工 は 安 定 し て 行 う こ と が で き る が 、 乾 燥 ム ラ が 顕 著 に な る こ と を 見 出 し た 。 本 発 明 者 ら
は 鋭 意 研 究 の 結 果 、 本 実 施 形 態 の 反 射 防 止 膜 用 組 成 物 （ 塗 工 液 ） に 用 い る 溶 媒 の 蒸 気 圧 は
、 好 ま し く は ０ ． ３ kPa以 上 ３ ． ５ kPa以 下 、 さ ら に 好 ま し く は ０ ． ５ kPa以 上 ３ ． ０ kPa以
下 で あ る こ と が 判 明 し た 。 溶 媒 の 蒸 気 圧 が ０ ． ３ kPa未 満 の 場 合 、 溶 媒 の 除 去 に 時 間 が か
か る と と も に 、 乾 燥 ム ラ が 生 じ る 。 ま た 、 溶 媒 の 蒸 気 圧 が ３ ． ５ kPaを 超 え る と 、 塗 工 時
に 流 れ 方 向 に 沿 っ て ス ジ が 発 生 し 易 く な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 溶 媒 の 粘 度 は 、 ２ ０ ℃ に お い て 好 ま し く は ０ ． ３ mPa・ s以 上 ２ ． ６ mPa・ s以 下 で
あ り 、 さ ら に 好 ま し く は ０ ． ５ mPa・ s以 上 ２ ． ５ mPa・ s以 下 で あ る 。 溶 媒 の 粘 度 が ２ ． ６
mPa・ ｓ を 超 え る と 、 塗 工 ノ ズ ル の 細 隙 １ ２ を 塗 工 液 が 毛 細 管 現 象 に よ っ て 昇 り 難 く な り
、 塗 工 ギ ャ ッ プ を ４ ０ ０ μ ｍ 以 上 ６ ０ ０ μ ｍ 以 下 程 度 、 塗 工 速 度 を ３ m/min以 上 ５ m/min以
下 と し て 塗 工 を 行 っ た 場 合 に 、 塗 工 液 が 基 板 の 移 動 に 追 従 で き ず 、 途 中 で 切 れ て し ま う 可
能 性 が あ る 。
　 具 体 的 に は 、 例 え ば 極 性 溶 媒 と し て は 、 ｎ － ブ タ ノ ー ル 、 イ ソ ブ タ ノ ー ル 、 イ ソ プ ロ ピ
ル ア ル コ ー ル 、 エ チ ル セ ロ ソ ル ブ 等 の ア ル コ ー ル 類 、 メ チ ル イ ソ ブ チ ル ケ ト ン （ Ｍ Ｉ Ｂ Ｋ
） 等 の ケ ト ン 類 、 フ ゜ ロ ヒ ゜ レ ン ク ゛ リ コ ー ル モ ノ メ チ ル エ ー テ ル 等 の エ ー テ ル 類 、 酢 酸
ブ チ ル 等 の エ ス テ ル 類 、 非 極 性 溶 媒 と し て は ト ル エ ン 、 キ シ レ ン 等 を 好 適 に 用 い る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の よ う な 溶 媒 を 用 い て 上 述 し た 蒸 気 圧 及 び 粘 度 の 範 囲 内 と な る よ う に 、 溶 媒 を 単 体 ま
た は 混 合 し て 用 い れ ば よ い 。 な お 、 上 述 し た 溶 媒 以 外 の 溶 媒 で あ っ て も 、 単 体 ま た は ２ 種
類 以 上 を 混 合 す る こ と に よ り 、 混 合 溶 媒 の 蒸 気 圧 及 び 粘 度 が 上 述 し た 範 囲 で あ れ ば 好 適 に
用 い る こ と が で き る 。 こ の よ う な 溶 媒 は 、 反 射 防 止 膜 用 組 成 物 全 体 に 対 し て 、 好 ま し く は
８ ０ 重 量 ％ 以 上 ９ ９ ． ９ 重 量 ％ 以 下 、 さ ら に 好 ま し く は ９ ０ 重 量 ％ 以 上 ９ ９ 重 量 ％ 以 下 で
あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 述 し た 材 料 を 用 い て 反 射 防 止 膜 用 組 成 物 を 得 る 場 合 に は 、 所 定 量 の 溶 媒 中 に Ｕ Ｖ 硬 化
樹 脂 を 適 量 入 れ て 所 定 時 間 攪 拌 し 、 得 ら れ た 混 合 液 中 に さ ら に 硬 化 剤 を 適 量 入 れ た 後 、 所
定 時 間 攪 拌 す る 。 こ の 混 合 液 に さ ら に 金 属 酸 化 物 （ ゾ ル ま た は ス ラ リ ー ） を 適 量 を 入 れ 攪
拌 し た 後 、 ろ 過 （ 例 え ば 、 0.5μ ｍ の ガ ラ ス フ ィ ル タ ） を し て 粒 径 の 大 き な も の を 除 外 す
る こ と に よ り 、 反 射 防 止 膜 用 組 成 物 の 完 成 と な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 次 に 、 前 述 し た 塗 工 装 置 及 び 反 射 防 止 膜 用 組 成 物 （ 塗 工 液 ） を 用 い て 基 板 に 薄 膜 を 形 成
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す る 方 法 を 以 下 に 説 明 す る 。
　 基 板 １ は 予 め 超 音 波 等 を 用 い て ド ラ イ ク リ ー ニ ン グ が 行 わ れ 、 表 面 の 塵 等 が 取 り 除 か れ
た 後 、 移 動 台 １ ０ の 吸 引 に よ り 、 塗 工 予 定 面 が 下 側 に 向 い た 状 態 に て 移 動 台 １ ０ に 固 定 保
持 さ れ る 。 制 御 部 ３ ０ は 、 塗 工 ノ ズ ル １ １ の 先 端 と 液 供 給 部 １ ５ の 液 面 と が 所 定 の 位 置 関
係 と な る よ う に 駆 動 手 段 ２ １ 、 ２ ２ を 駆 動 さ せ て 載 置 台 １ ４ 及 び １ ７ を 上 下 動 さ せ る 。 塗
工 時 に お け る 塗 工 ノ ズ ル １ １ の 先 端 の 高 さ 位 置 に 対 し て 、 液 供 給 部 １ ５ の 液 面 高 さ が 若 干
低 く な る よ う に 、 載 置 台 １ ４ 及 び 載 置 台 １ ７ の 高 さ 位 置 を 調 整 す る こ と に よ り 、 塗 工 ノ ズ
ル １ １ の 液 溜 部 １ ３ 内 の 塗 工 液 は 、 毛 細 管 現 象 に よ っ て 細 隙 １ １ を 通 り 、 塗 工 ノ ズ ル １ １
の 先 端 ま で 上 昇 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 に 、 制 御 部 ３ ０ は 駆 動 手 段 ２ ２ を 駆 動 さ せ て 台 １ ８ を 上 昇 さ せ 、 塗 工 ノ ズ ル １ １ と 液
供 給 部 １ ５ と を 一 体 的 に 上 昇 さ せ る 。 制 御 部 ３ ０ は 移 動 台 １ ０ に 吸 着 さ れ て い る 基 板 １ の
下 面 （ 塗 工 開 始 位 置 ） に 塗 工 ノ ズ ル １ １ の 先 端 に 表 れ て い る 塗 工 液 を 接 液 さ せ た 後 、 所 望
す る 膜 厚 が 得 ら れ る よ う に 基 板 １ の 塗 工 面 と 塗 工 ノ ズ ル １ １ 先 端 と の 間 隔 （ 塗 工 ギ ャ ッ プ
） を 調 整 す る 。 本 実 施 形 態 で は 塗 工 ギ ャ ッ プ を ４ ０ ０ μ ｍ 以 上 ６ ０ ０ μ ｍ 以 下 程 度 に す る
。 こ の 程 度 の 塗 工 ギ ャ ッ プ を 有 し て い れ ば 、 基 板 １ の 肉 厚 精 度 の バ ラ ツ キ に よ る 基 板 １ と
塗 工 ノ ズ ル １ １ と の 接 触 を 避 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 基 板 １ 下 面 へ の 塗 工 液 の 接 液 後 、 制 御 部 ３ ０ は 駆 動 手 段 ２ ０ を 用 い て 移 動 台 １ ０ を 塗 工
開 始 位 置 か ら 塗 工 終 了 位 置 へ 移 動 さ せ る 。 こ の と き の 塗 工 速 度 は 、 例 え ば ３ ． ０ ｍ /min以
上 ５ ． ０ ｍ /minの 範 囲 で 、 所 望 す る 薄 膜 の 膜 厚 が 得 ら れ る 塗 工 速 度 に 設 定 す る 。 塗 工 速 度
が ３ ． ０ ｍ /min未 満 （ 例 え ば １ ｍ /min） で あ っ て も 良 い が 、 生 産 効 率 は 低 下 す る 。 ま た 、
５ ． ０ ｍ /minよ り 速 い 速 度 の 場 合 、 本 実 施 形 態 で 設 定 す る 塗 工 ギ ャ ッ プ の 範 囲 で は 、 塗 工
液 が 液 切 れ す る こ と な く 追 従 す る の が 困 難 と な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 移 動 台 １ ０ が 所 定 速 度 （ 例 え ば ３ ｍ /min） で 移 動 す る こ と に よ り 、
塗 工 ノ ズ ル １ １ の 先 端 の 塗 工 液 は 、 基 板 １ の 下 面 に 所 定 の 厚 さ を も っ て 塗 工 さ れ る こ と と
な る 。 な お 、 基 板 １ に 塗 工 さ れ る 塗 工 液 は 、 細 隙 １ ２ の 形 状 に よ っ て 生 じ る 毛 細 管 現 象 に
よ っ て 液 溜 部 １ ３ か ら 塗 工 ノ ズ ル １ １ 先 端 に 常 に 一 定 量 が 供 給 さ れ 、 液 溜 部 １ ３ は 液 供 給
部 １ ５ か ら 塗 工 液 が 供 給 管 １ ６ を 介 し て 常 に 供 給 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 塗 工 開 始 位 置 か ら 塗 工 終 了 位 置 ま で 移 動 台 １ ０ が 移 動 し た ら 、 制 御 部 ３ ０ は 駆 動 手 段 ２
２ を 用 い て 台 １ ８ を 下 降 さ せ て 基 材 １ の 下 面 か ら 塗 工 液 を 離 液 さ せ る 。 塗 工 液 の 離 液 後 、
基 板 １ を 図 示 な き 減 圧 機 内 に 入 れ 、 所 定 時 間 減 圧 す る こ と に よ り 、 塗 工 液 に 用 い た 溶 媒 を
完 全 に 蒸 発 （ 除 去 ） さ せ る 。 溶 媒 除 去 後 、 基 材 １ 表 面 に 紫 外 線 を 所 定 時 間 照 射 し 、 塗 膜 を
硬 化 処 理 し て 、 第 １ 薄 膜 層 の 形 成 完 了 と な る 。 基 板 １ 上 に 第 １ 薄 膜 層 を 形 成 後 、 塗 工 液 を
第 ２ 薄 膜 層 （ 低 屈 折 率 層 ） 用 の 塗 工 液 に 変 え て 同 様 の 操 作 を 行 い 、 第 ２ 薄 膜 層 を 形 成 し 、
反 射 防 止 膜 を 基 板 １ 上 に 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 次 に 、 具 体 的 な 実 施 例 等 に つ い て 以 下 に 説 明 す る 。
　 実 施 例 １ ～ １ ０ 、 比 較 例 １ ～ ６ で は 、 高 屈 折 率 用 の 反 射 防 止 膜 用 組 成 物 （ 塗 工 液 ） に つ
い て 示 す 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ＜ 実 施 例 １ ＞
　 実 施 例 １ に 用 い る 塗 工 液 は 、 溶 媒 と し て ｎ － ブ タ ノ ー ル を 全 体 の 76.5重 量 ％ 、 及 び メ チ
ル イ ソ ブ チ ル ケ ト ン （ Ｍ Ｉ Ｂ Ｋ ） を 全 体 の 20重 量 ％ と し 、 UV硬 化 樹 脂 で あ る ジ ペ ン タ エ リ
ス リ ト ー ル ヘ キ サ ア ク リ レ ー ト （ Ｄ Ｐ Ｈ Ａ ） を 全 体 の 0.78重 量 ％ 、 及 び グ リ シ ジ ル メ タ ク
リ レ ー ト を 全 体 の 0.09重 量 ％ 、 硬 化 剤 で あ る イ ル ガ キ ュ ア 907（ チ ハ ゛  ス ヘ ゜ シ ャ ル テ ィ
 ケ ミ カ ル ス ゛ （ 株 ） 製 　 含 有 量 5重 量 %-イ ソ フ ゜ ロ ヒ ゜ ル ア ル コ ー ル 溶 液 ） を 0.04重 量 ％
、 ZrO 2 ス ラ リ － を 2.59重 量 ％ と し て 、 十 分 に 攪 拌 し 、 高 屈 折 率 用 の 塗 工 液 と し た 。
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　 得 ら れ た 塗 工 液 を 図 ２ に 示 し た 塗 工 装 置 の 液 貯 蔵 部 １ ９ に 入 れ た 後 、 ポ ン プ ２ ４ 、 供 給
管 ２ ３ を 用 い て 液 貯 蔵 部 １ ９ か ら 液 供 給 部 １ ５ に 所 定 量 入 れ る 。 な お 、 液 供 給 部 １ ５ に 入
れ ら れ た 塗 工 液 は 、 供 給 管 １ ６ を 介 し て 塗 工 ノ ズ ル １ １ の 液 溜 部 １ ３ に 供 給 さ れ る 。
　 図 ２ に 示 し た 塗 工 装 置 に お い て 、 塗 工 速 度 ３ ． ５ m/min、 塗 工 ギ ャ ッ プ は 500μ ｍ と な る
よ う に 調 節 し 、 前 述 し た 塗 工 方 法 に て プ ラ ス チ ッ ク 基 板 に 塗 工 を 行 っ た 。 塗 工 の 際 に 塗 工
ノ ズ ル １ １ と 基 板 １ と の 接 触 や 、 塗 工 液 が 塗 工 中 に 液 切 れ す る こ と は な か っ た 。 塗 工 済 の
基 板 を 減 圧 機 に 入 れ 、 ２ ０ 秒 か け て １ ０ Ｐ ａ ま で 減 圧 し て 溶 媒 を 除 去 し た 。 溶 媒 除 去 後 、
基 材 を 減 圧 機 か ら 取 り 出 し 、 紫 外 線 照 射 を 行 っ て 硬 化 処 理 し た 。
　 得 ら れ た 薄 膜 付 基 板 を （ 株 ） 島 津 製 作 所 製  分 光 光 度 計  UV-2400PCに て 測 定 し 、 得 ら れ
た ピ ー ク 波 長 よ り 光 学 膜 厚 を 求 め た と こ ろ 、 ｎ ｄ ＝ 190nmと な り 、 所 望 す る 膜 厚 が 得 ら れ
て い た 。 ま た 、 厚 さ ム ラ や 乾 燥 ム ラ 等 に よ る 外 観 不 良 は 見 当 た ら な か っ た 。 以 上 の 結 果 を
表 １ に 示 す 。 表 １ で は 、 基 板 1上 に 形 成 さ れ た 薄 膜 を 目 視 に て 観 察 し 、 乾 燥 ム ラ 等 に よ る
外 観 不 良 が な け れ ば ○ 、 外 観 不 良 が 生 じ て い れ ば × と し た 。 ま た 、 塗 工 開 始 か ら 塗 工 終 了
ま で 液 が 途 中 で 切 れ ず に 追 従 で き て い れ ば ○ 、 液 切 れ が 生 じ て い れ ば × と し た 。 な お 、 表
１ 中 の 組 成 物 に お け る 各 材 料 の 数 値 は す べ て 重 量 ％ 、 ま た 、 表 １ 中 の 蒸 気 圧 及 び 粘 度 は 、
溶 媒 の 添 加 比 率 を 基 に ２ ０ ℃ に お け る 混 合 溶 媒 の 粘 度 の 値 （ た だ し 、 少 数 点 以 下 第 ３ 位 を
四 捨 五 入 ） を 表 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ＜ 実 施 例 ２ ＞
　 実 施 例 １ の 組 成 に 対 し 、 溶 媒 を ｎ － ブ タ ノ ー ル 66.5重 量 ％ 、 メ チ ル イ ソ ブ チ ル ケ ト ン （
Ｍ Ｉ Ｂ Ｋ ） を 30重 量 ％ と し た 以 外 は 、 全 て 実 施 例 １ と 同 条 件 と し 、 高 屈 折 率 用 の 反 射 防 止
膜 用 組 成 物 を 得 た 。 得 ら れ た 反 射 防 止 膜 用 組 成 物 を 用 い て 、 実 施 例 １ 同 様 の 条 件 に て 基 板
１ 上 に 高 屈 折 率 を 有 す る 薄 膜 を 形 成 し た 。 得 ら れ た 薄 膜 の 光 学 膜 厚 ndを 実 施 例 １ 同 様 に 求
め た と こ ろ 190nmで あ り 、 所 望 す る 膜 厚 が 得 ら れ て い た 。 ま た 、 液 切 れ 、 外 観 不 良 は 見 当
た ら な か っ た 。 以 上 の 結 果 を 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ＜ 実 施 例 ３ ＞
　 実 施 例 １ の 組 成 に 対 し 、 溶 媒 を ｎ － ブ タ ノ ー ル 46.5重 量 ％ 、 メ チ ル イ ソ ブ チ ル ケ ト ン （
Ｍ Ｉ Ｂ Ｋ ） 50重 量 ％ と し た 以 外 は 、 全 て 実 施 例 １ と 同 条 件 と し 、 高 屈 折 率 用 の 反 射 防 止 膜
用 組 成 物 を 得 た 。 得 ら れ た 反 射 防 止 膜 用 組 成 物 を 用 い て 、 実 施 例 １ 同 様 の 条 件 に て 基 板 １
上 に 高 屈 折 率 を 有 す る 薄 膜 を 形 成 し た 。 得 ら れ た 薄 膜 の 光 学 膜 厚 ndを 実 施 例 １ 同 様 に 求 め
た と こ ろ 190nmで あ り 、 所 望 す る 膜 厚 が 得 ら れ て い た 。 ま た 、 液 切 れ 、 外 観 不 良 は 見 当 た
ら な か っ た 。 以 上 の 結 果 を 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ＜ 実 施 例 ４ ＞
　 実 施 例 １ の 組 成 に 対 し 、 溶 媒 を メ チ ル イ ソ ブ チ ル ケ ト ン （ Ｍ Ｉ Ｂ Ｋ ） 96.5重 量 ％ と し た
以 外 は 、 全 て 実 施 例 １ と 同 条 件 と し 、 高 屈 折 率 用 の 反 射 防 止 膜 用 組 成 物 を 得 た 。 得 ら れ た
反 射 防 止 膜 用 組 成 物 を 用 い て 、 実 施 例 １ 同 様 の 条 件 に て 基 板 １ 上 に 高 屈 折 率 を 有 す る 薄 膜
を 形 成 し た 。 得 ら れ た 薄 膜 の 光 学 膜 厚 ndを 実 施 例 １ 同 様 に 求 め た と こ ろ 190nmで あ り 、 所
望 す る 膜 厚 が 得 ら れ て い た 。 ま た 、 液 切 れ 、 外 観 不 良 は 見 当 た ら な か っ た 。 以 上 の 結 果 を
表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ＜ 実 施 例 ５ ＞
　 実 施 例 １ の 組 成 に 対 し 、 溶 媒 を ｎ － ブ タ ノ ー ル 76.5重 量 ％ 、 酢 酸 ブ チ ル 20重 量 ％ と し た
以 外 は 、 全 て 実 施 例 １ と 同 条 件 と し 、 高 屈 折 率 用 の 反 射 防 止 膜 用 組 成 物 を 得 た 。 得 ら れ た
反 射 防 止 膜 用 組 成 物 を 用 い て 、 実 施 例 １ 同 様 の 条 件 に て 基 板 １ 上 に 高 屈 折 率 を 有 す る 薄 膜
を 形 成 し た 。 得 ら れ た 薄 膜 の 光 学 膜 厚 ndを 実 施 例 １ 同 様 に 求 め た と こ ろ 190nmで あ り 、 所
望 す る 膜 厚 が 得 ら れ て い た 。 ま た 、 液 切 れ 、 外 観 不 良 は 見 当 た ら な か っ た 。 以 上 の 結 果 を
表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
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　 ＜ 実 施 例 ６ ＞
　 実 施 例 １ の 組 成 に 対 し 、 溶 媒 を ｎ － ブ タ ノ ー ル 46.5重 量 ％ 、 酢 酸 ブ チ ル 50重 量 ％ と し た
以 外 は 、 全 て 実 施 例 １ と 同 条 件 と し 、 高 屈 折 率 用 の 反 射 防 止 膜 用 組 成 物 を 得 た 。 得 ら れ た
反 射 防 止 膜 用 組 成 物 を 用 い て 、 実 施 例 １ 同 様 の 条 件 に て 基 板 １ 上 に 高 屈 折 率 を 有 す る 薄 膜
を 形 成 し た 。 得 ら れ た 薄 膜 の 光 学 膜 厚 ndを 実 施 例 １ 同 様 に 求 め た と こ ろ 190nmで あ り 、 所
望 す る 膜 厚 が 得 ら れ て い た 。 ま た 、 液 切 れ 、 外 観 不 良 は 見 当 た ら な か っ た 。 以 上 の 結 果 を
表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ＜ 実 施 例 ７ ＞
　 実 施 例 １ の 組 成 に 対 し 、 溶 媒 を 酢 酸 ブ チ ル 96.5重 量 ％ と し た 以 外 は 、 全 て 実 施 例 １ と 同
条 件 と し 、 高 屈 折 率 用 の 反 射 防 止 膜 用 組 成 物 を 得 た 。 得 ら れ た 反 射 防 止 膜 用 組 成 物 を 用 い
て 、 実 施 例 １ 同 様 の 条 件 に て 基 板 １ 上 に 高 屈 折 率 を 有 す る 薄 膜 を 形 成 し た 。 得 ら れ た 薄 膜
の 光 学 膜 厚 ndを 実 施 例 １ 同 様 に 求 め た と こ ろ 190nmで あ り 、 所 望 す る 膜 厚 が 得 ら れ て い た
。 ま た 、 液 切 れ 、 外 観 不 良 は 見 当 た ら な か っ た 。 以 上 の 結 果 を 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ＜ 実 施 例 ８ ＞
　 実 施 例 １ の 組 成 に 対 し 、 溶 媒 を ｎ － ブ タ ノ ー ル 46.5重 量 ％ 、 フ ゜ ロ ヒ ゜ レ ン ク ゛ リ コ ー
ル モ ノ メ チ ル エ ー テ ル 50重 量 ％ と し た 以 外 は 、 全 て 実 施 例 １ と 同 条 件 と し 、 高 屈 折 率 用 の
反 射 防 止 膜 用 組 成 物 を 得 た 。 得 ら れ た 反 射 防 止 膜 用 組 成 物 を 用 い て 、 実 施 例 １ 同 様 の 条 件
に て 基 板 １ 上 に 高 屈 折 率 を 有 す る 薄 膜 を 形 成 し た 。 得 ら れ た 薄 膜 の 光 学 膜 厚 ndを 実 施 例 １
同 様 に 求 め た と こ ろ 190nmで あ り 、 所 望 す る 膜 厚 が 得 ら れ て い た 。 ま た 、 液 切 れ 、 外 観 不
良 は 見 当 た ら な か っ た 。 以 上 の 結 果 を 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ＜ 実 施 例 ９ ＞
　 実 施 例 １ の 組 成 に 対 し 、 溶 媒 を ｎ － ブ タ ノ ー ル 46.5重 量 ％ 、 ト ル エ ン 50重 量 ％ と し た 以
外 は 、 全 て 実 施 例 １ と 同 条 件 と し 、 高 屈 折 率 用 の 反 射 防 止 膜 用 組 成 物 を 得 た 。 得 ら れ た 反
射 防 止 膜 用 組 成 物 を 用 い て 、 実 施 例 １ 同 様 の 条 件 に て 基 板 １ 上 に 高 屈 折 率 を 有 す る 薄 膜 を
形 成 し た 。 得 ら れ た 薄 膜 の 光 学 膜 厚 ndを 実 施 例 １ 同 様 に 求 め た と こ ろ 190nmで あ り 、 所 望
す る 膜 厚 が 得 ら れ て い た 。 ま た 、 液 切 れ 、 外 観 不 良 は 見 当 た ら な か っ た 。 以 上 の 結 果 を 表
１ に 示 す 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ＜ 実 施 例 １ ０ ＞
　 実 施 例 １ の 組 成 に 対 し 、 溶 媒 を ｎ － ブ タ ノ ー ル 46.5重 量 ％ 、 キ シ レ ン 50重 量 ％ と し た 以
外 は 、 全 て 実 施 例 １ と 同 条 件 と し 、 高 屈 折 率 用 の 反 射 防 止 膜 用 組 成 物 を 得 た 。 得 ら れ た 反
射 防 止 膜 用 組 成 物 を 用 い て 、 実 施 例 １ 同 様 の 条 件 に て 基 板 １ 上 に 高 屈 折 率 を 有 す る 薄 膜 を
形 成 し た 。 得 ら れ た 薄 膜 の 光 学 膜 厚 ndを 実 施 例 １ 同 様 に 求 め た と こ ろ 190nmで あ り 、 所 望
す る 膜 厚 が 得 ら れ て い た 。 ま た 、 液 切 れ 、 外 観 不 良 は 見 当 た ら な か っ た 。 以 上 の 結 果 を 表
１ に 示 す 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ＜ 比 較 例 1＞
　 実 施 例 １ の 組 成 に 対 し 、 溶 媒 を ｎ － ブ タ ノ ー ル 96.5重 量 ％ と し た 以 外 は 、 全 て 実 施 例 １
と 同 条 件 と し 、 高 屈 折 率 用 の 反 射 防 止 膜 用 組 成 物 を 得 た 。 得 ら れ た 反 射 防 止 膜 用 組 成 物 を
用 い て 、 実 施 例 １ 同 様 の 条 件 に て 基 板 １ 上 に 高 屈 折 率 を 有 す る 薄 膜 を 形 成 し た 。 得 ら れ た
薄 膜 の 光 学 膜 厚 ndを 実 施 例 １ 同 様 に 求 め た と こ ろ 190nmで あ り 、 所 望 す る 膜 厚 が 得 ら れ て
い た 。 ま た 、 乾 燥 ム ラ 等 に よ る 外 観 不 良 は 見 当 た ら な か っ た も の の 、 液 切 れ が 発 生 し た 。
以 上 の 結 果 を 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ＜ 比 較 例 ２ ＞
　 実 施 例 １ の 組 成 に 対 し 、 溶 媒 を ｎ － ブ タ ノ ー ル 86.5重 量 ％ 、 メ チ ル イ ソ ブ チ ル ケ ト ン （
Ｍ Ｉ Ｂ Ｋ ） を 10重 量 ％ と し た 以 外 は 、 全 て 実 施 例 １ と 同 条 件 と し 、 高 屈 折 率 用 の 反 射 防 止
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膜 用 組 成 物 を 得 た 。 得 ら れ た 反 射 防 止 膜 用 組 成 物 を 用 い て 、 実 施 例 １ 同 様 の 条 件 に て 基 板
１ 上 に 高 屈 折 率 を 有 す る 薄 膜 を 形 成 し た 。 得 ら れ た 薄 膜 の 光 学 膜 厚 ndを 実 施 例 １ 同 様 に 求
め た と こ ろ 190nmで あ り 、 所 望 す る 膜 厚 が 得 ら れ て い た 。 ま た 、 乾 燥 ム ラ 等 に よ る 外 観 不
良 は 見 当 た ら な か っ た も の の 、 液 切 れ が 発 生 し た 。 以 上 の 結 果 を 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ＜ 比 較 例 ３ ＞
　 実 施 例 １ の 組 成 に 対 し 、 溶 媒 を ｎ － ブ タ ノ ー ル 86.5重 量 ％ 、 酢 酸 ブ チ ル 10重 量 ％ と し た
以 外 は 、 全 て 実 施 例 １ と 同 条 件 と し 、 高 屈 折 率 用 の 反 射 防 止 膜 用 組 成 物 を 得 た 。 得 ら れ た
反 射 防 止 膜 用 組 成 物 を 用 い て 、 実 施 例 １ 同 様 の 条 件 に て 基 板 １ 上 に 高 屈 折 率 を 有 す る 薄 膜
を 形 成 し た 。 得 ら れ た 薄 膜 の 光 学 膜 厚 ndを 実 施 例 １ 同 様 に 求 め た と こ ろ 190nmで あ り 、 所
望 す る 膜 厚 が 得 ら れ て い た 。 ま た 、 乾 燥 ム ラ 等 に よ る 外 観 不 良 は 見 当 た ら な か っ た も の の
、 液 切 れ が 発 生 し た 。 以 上 の 結 果 を 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ＜ 比 較 例 ４ ＞
　 実 施 例 １ の 組 成 に 対 し 、 溶 媒 を ｎ － ブ タ ノ ー ル 46.5重 量 ％ 、 ジ ア セ ト ン ア ル コ ー ル 50重
量 ％ と し た 以 外 は 、 全 て 実 施 例 １ と 同 条 件 と し 、 高 屈 折 率 用 の 反 射 防 止 膜 用 組 成 物 を 得 た
。 得 ら れ た 反 射 防 止 膜 用 組 成 物 を 用 い て 、 実 施 例 １ 同 様 の 条 件 に て 基 板 １ 上 に 高 屈 折 率 を
有 す る 薄 膜 を 形 成 し た 。 得 ら れ た 薄 膜 の 光 学 膜 厚 ndを 実 施 例 １ 同 様 に 求 め た と こ ろ 190nm
で あ り 、 所 望 す る 膜 厚 が 得 ら れ て い た 。 し か し な が ら 、 乾 燥 ム ラ お よ び 液 切 れ が 発 生 し た
。 以 上 の 結 果 を 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ＜ 比 較 例 ５ ＞
　 実 施 例 １ の 組 成 に 対 し 、 溶 媒 を ｎ － ブ タ ノ ー ル 46.5重 量 ％ 、 イ ソ プ ロ ピ ル ア ル コ ー ル （
Ｉ Ｐ Ａ ） 50重 量 ％ と し た 以 外 は 、 全 て 実 施 例 １ と 同 条 件 と し 、 高 屈 折 率 用 の 反 射 防 止 膜 用
組 成 物 を 得 た 。 得 ら れ た 反 射 防 止 膜 用 組 成 物 を 用 い て 、 実 施 例 １ 同 様 の 条 件 に て 基 板 １ 上
に 高 屈 折 率 を 有 す る 薄 膜 を 形 成 し た 。 得 ら れ た 薄 膜 の 光 学 膜 厚 ndを 実 施 例 １ 同 様 に 求 め た
と こ ろ 190nmで あ り 、 所 望 す る 膜 厚 が 得 ら れ て い た 。 ま た 、 乾 燥 ム ラ 等 に よ る 外 観 不 良 は
見 当 た ら な か っ た も の の 、 液 切 れ が 発 生 し た 。 以 上 の 結 果 を 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ＜ 比 較 例 ６ ＞
　 実 施 例 １ の 組 成 に 対 し 、 溶 媒 を ｎ － ブ タ ノ ー ル 46.5重 量 ％ 、 メ タ ノ ー ル 50重 量 ％ と し た
以 外 は 、 全 て 実 施 例 １ と 同 条 件 と し 、 高 屈 折 率 用 の 反 射 防 止 膜 用 組 成 物 を 得 た 。 得 ら れ た
反 射 防 止 膜 用 組 成 物 を 用 い て 、 実 施 例 １ 同 様 の 条 件 に て 基 板 １ 上 に 高 屈 折 率 を 有 す る 薄 膜
を 形 成 し た 。 得 ら れ た 薄 膜 の 光 学 膜 厚 ndを 実 施 例 １ 同 様 に 求 め た と こ ろ 190nmで あ り 、 所
望 す る 膜 厚 が 得 ら れ て い た 。 ま た 、 液 切 れ は 発 生 し な か っ た も の の 乾 燥 ム ラ 等 に よ る 外 観
不 良 が 発 生 し た 。 以 上 の 結 果 を 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ４ １ 】
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ ２ 】
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　 次 に 、 低 屈 折 率 用 の 反 射 防 止 膜 用 組 成 物 の 実 施 例 等 と し て 、 実 施 例 １ １ ～ 実 施 例 ２ ０ 、
及 び 比 較 例 ７ ～ 比 較 例 １ ２ を 以 下 に 挙 げ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ＜ 実 施 例 １ １ ＞
　 実 施 例 ７ に 用 い る 塗 工 液 は 、 溶 媒 と し て ｎ － ブ タ ノ ー ル を 全 体 の 77重 量 ％ 、 及 び メ チ ル
イ ソ ブ チ ル ケ ト ン （ Ｍ Ｉ Ｂ Ｋ ） を 全 体 の 20重 量 ％ と し 、 UV硬 化 樹 脂 で あ る ジ ペ ン タ エ リ ス
リ ト ー ル ヘ キ サ ア ク リ レ ー ト （ Ｄ Ｐ Ｈ Ａ ） を 全 体 の 1.32重 量 ％ 、 及 び グ リ シ ジ ル メ タ ク リ
レ ー ト を 全 体 の 0.15重 量 ％ 、 硬 化 剤 で あ る イ ル ガ キ ュ ア 907（ チ ハ ゛  ス ヘ ゜ シ ャ ル テ ィ  
ケ ミ カ ル ス ゛ （ 株 ） 製 　 含 有 量 5重 量 %-イ ソ フ ゜ ロ ヒ ゜ ル ア ル コ ー ル 溶 液 ） を 全 体 の 0.07
重 量 ％ 、 SiO 2 ゾ ル を 1.46重 量 ％ と し て 、 十 分 に 攪 拌 し 、 低 屈 折 率 用 の 塗 工 液 と し た 。
　 実 施 例 １ の 塗 工 液 を 用 い て 第 １ 薄 膜 層 を 形 成 し た プ ラ ス チ ッ ク 基 板 上 に 、 前 述 し た 塗 工
装 置 を 使 用 し て 本 実 施 例 （ 実 施 例 ７ ） の 塗 工 液 を 塗 工 し た 。 塗 工 条 件 は 、 塗 工 速 度 ３ ． ０
m/min、 塗 工 ギ ャ ッ プ は ５ ０ ０ μ ｍ と し た 。 塗 工 済 の 基 板 を 減 圧 機 に 入 れ 、 ２ ０ 秒 か け て
１ ０ Ｐ ａ ま で 減 圧 し て 溶 媒 を 除 去 し た 。 溶 媒 除 去 後 、 基 材 を 減 圧 機 か ら 取 り 出 し 、 紫 外 線
照 射 を 行 っ て 硬 化 処 理 し た 。 こ の よ う な 工 程 を 経 る こ と に よ り 、 図 １ に 示 す よ う な 高 屈 折
率 層 と な る 第 １ 薄 膜 層 と 低 屈 折 率 層 と な る 第 ２ 薄 膜 層 か ら な る 反 射 防 止 膜 を 基 板 上 に 形 成
し た 。 低 屈 折 率 層 と な る 第 ２ 薄 膜 層 の 光 学 膜 厚 は 120nmと な り 、 所 望 す る 膜 厚 が 得 ら れ て
い た 。
　 ま た 、 波 長 550nmに お け る 反 射 率 は ０ ． ５ ％ で あ り 、 厚 さ ム ラ や 乾 燥 ム ラ 等 に よ る 外 観
不 良 は 見 当 た ら な か っ た 。 以 上 の 結 果 を 表 ２ に 示 す 。 表 ２ で は 、 基 板 1上 に 形 成 さ れ た 薄
膜 を 目 視 に て 観 察 し 、 乾 燥 ム ラ 等 に よ る 外 観 不 良 が な け れ ば ○ 、 外 観 不 良 が 生 じ て い れ ば
× と し た 。 ま た 、 塗 工 開 始 か ら 塗 工 終 了 ま で 液 が 途 中 で 切 れ ず に 追 従 で き て い れ ば ○ 、 液
切 れ が 生 じ て い れ ば × と し た 。 な お 、 表 ２ 中 の 組 成 物 に お け る 各 材 料 の 数 値 は す べ て 重 量
％ 、 ま た 、 表 ２ 中 の 蒸 気 圧 及 び 粘 度 は 、 溶 媒 の 添 加 比 率 を 基 に ２ ０ ℃ に お け る 混 合 溶 媒 の
値 （ た だ し 、 少 数 点 以 下 第 ３ 位 を 四 捨 五 入 ） を 表 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ＜ 実 施 例 １ ２ ＞
　 実 施 例 １ １ の 組 成 に 対 し 、 溶 媒 を ｎ － ブ タ ノ ー ル 67重 量 ％ 、 メ チ ル イ ソ ブ チ ル ケ ト ン （
Ｍ Ｉ Ｂ Ｋ ） 30重 量 ％ と し た 以 外 は 、 全 て 実 施 例 １ １ と 同 条 件 と し 、 低 屈 折 率 用 の 反 射 防 止
膜 用 組 成 物 を 得 た 。 得 ら れ た 反 射 防 止 膜 用 組 成 物 を 用 い て 、 実 施 例 １ １ 同 様 の 条 件 に て 基
板 １ 上 に 低 屈 折 率 を 有 す る 薄 膜 を 形 成 し た 。 得 ら れ た 薄 膜 の 光 学 膜 厚 ndを 実 施 例 １ 同 様 に
求 め た と こ ろ 120nmで あ り 、 所 望 す る 膜 厚 が 得 ら れ て い た 。 ま た 、 液 切 れ 、 外 観 不 良 は 見
当 た ら な か っ た 。 以 上 の 結 果 を 表 ２ に 示 す 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ＜ 実 施 例 １ ３ ＞
　 実 施 例 １ １ の 組 成 に 対 し 、 溶 媒 を メ チ ル イ ソ ブ チ ル ケ ト ン （ Ｍ Ｉ Ｂ Ｋ ） を 97重 量 ％ と し
た 以 外 は 、 全 て 実 施 例 １ １ と 同 条 件 と し 、 低 屈 折 率 用 の 反 射 防 止 膜 用 組 成 物 を 得 た 。 得 ら
れ た 反 射 防 止 膜 用 組 成 物 を 用 い て 、 実 施 例 １ １ 同 様 の 条 件 に て 基 板 １ 上 に 低 屈 折 率 を 有 す
る 薄 膜 を 形 成 し た 。 得 ら れ た 薄 膜 の 光 学 膜 厚 ndを 実 施 例 １ 同 様 に 求 め た と こ ろ 120nmで あ
り 、 所 望 す る 膜 厚 が 得 ら れ て い た 。 ま た 、 液 切 れ 、 外 観 不 良 は 見 当 た ら な か っ た 。 以 上 の
結 果 を 表 ２ に 示 す 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ＜ 実 施 例 １ ４ ＞
　 実 施 例 １ １ の 組 成 に 対 し 、 溶 媒 を ｎ － ブ タ ノ ー ル 67重 量 ％ 、 メ チ ル イ ソ ブ チ ル ケ ト ン （
Ｍ Ｉ Ｂ Ｋ ） 30重 量 ％ と し た 以 外 は 、 全 て 実 施 例 １ １ と 同 条 件 と し 、 低 屈 折 率 用 の 反 射 防 止
膜 用 組 成 物 を 得 た 。 得 ら れ た 反 射 防 止 膜 用 組 成 物 を 用 い て 、 実 施 例 １ １ 同 様 の 条 件 に て 基
板 １ 上 に 低 屈 折 率 を 有 す る 薄 膜 を 形 成 し た 。 得 ら れ た 薄 膜 の 光 学 膜 厚 ndを 実 施 例 １ 同 様 に
求 め た と こ ろ 120nmで あ り 、 所 望 す る 膜 厚 が 得 ら れ て い た 。 ま た 、 液 切 れ 、 外 観 不 良 は 見
当 た ら な か っ た 。 以 上 の 結 果 を 表 ２ に 示 す 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
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　 ＜ 実 施 例 １ ５ ＞
　 実 施 例 １ １ の 組 成 に 対 し 、 溶 媒 を ｎ － ブ タ ノ ー ル 77重 量 ％ 、 酢 酸 ブ チ ル 20重 量 ％ と し た
以 外 は 、 全 て 実 施 例 １ １ と 同 条 件 と し 、 低 屈 折 率 用 の 反 射 防 止 膜 用 組 成 物 を 得 た 。 得 ら れ
た 反 射 防 止 膜 用 組 成 物 を 用 い て 、 実 施 例 １ １ 同 様 の 条 件 に て 基 板 １ 上 に 低 屈 折 率 を 有 す る
薄 膜 を 形 成 し た 。 得 ら れ た 薄 膜 の 光 学 膜 厚 ndを 実 施 例 １ 同 様 に 求 め た と こ ろ 120nmで あ り
、 所 望 す る 膜 厚 が 得 ら れ て い た 。 ま た 、 液 切 れ 、 外 観 不 良 は 見 当 た ら な か っ た 。 以 上 の 結
果 を 表 ２ に 示 す 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ＜ 実 施 例 １ ６ ＞
　 実 施 例 １ １ の 組 成 に 対 し 、 溶 媒 を ｎ － ブ タ ノ ー ル 47重 量 ％ 、 酢 酸 ブ チ ル 50重 量 ％ と し た
以 外 は 、 全 て 実 施 例 １ １ と 同 条 件 と し 、 低 屈 折 率 用 の 反 射 防 止 膜 用 組 成 物 を 得 た 。 得 ら れ
た 反 射 防 止 膜 用 組 成 物 を 用 い て 、 実 施 例 １ １ 同 様 の 条 件 に て 基 板 １ 上 に 低 屈 折 率 を 有 す る
薄 膜 を 形 成 し た 。 得 ら れ た 薄 膜 の 光 学 膜 厚 ndを 実 施 例 １ 同 様 に 求 め た と こ ろ 120nmで あ り
、 所 望 す る 膜 厚 が 得 ら れ て い た 。 ま た 、 液 切 れ 、 外 観 不 良 は 見 当 た ら な か っ た 。 以 上 の 結
果 を 表 ２ に 示 す 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ＜ 実 施 例 １ ７ ＞
　 実 施 例 １ １ の 組 成 に 対 し 、 溶 媒 を 酢 酸 ブ チ ル 97重 量 ％ と し た 以 外 は 、 全 て 実 施 例 １ １ と
同 条 件 と し 、 低 屈 折 率 用 の 反 射 防 止 膜 用 組 成 物 を 得 た 。 得 ら れ た 反 射 防 止 膜 用 組 成 物 を 用
い て 、 実 施 例 １ １ 同 様 の 条 件 に て 基 板 １ 上 に 低 屈 折 率 を 有 す る 薄 膜 を 形 成 し た 。 得 ら れ た
薄 膜 の 光 学 膜 厚 ndを 実 施 例 １ 同 様 に 求 め た と こ ろ 120nmで あ り 、 所 望 す る 膜 厚 が 得 ら れ て
い た 。 ま た 、 液 切 れ 、 外 観 不 良 は 見 当 た ら な か っ た 。 以 上 の 結 果 を 表 ２ に 示 す 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ＜ 実 施 例 １ ８ ＞
　 実 施 例 １ １ の 組 成 に 対 し 、 溶 媒 を ｎ － ブ タ ノ ー ル 47重 量 ％ 、 フ ゜ ロ ヒ ゜ レ ン ク ゛ リ コ ー
ル モ ノ メ チ ル エ ー テ ル 50重 量 ％ と し た 以 外 は 、 全 て 実 施 例 １ １ と 同 条 件 と し 、 低 屈 折 率 用
の 反 射 防 止 膜 用 組 成 物 を 得 た 。 得 ら れ た 反 射 防 止 膜 用 組 成 物 を 用 い て 、 実 施 例 １ １ 同 様 の
条 件 に て 基 板 １ 上 に 低 屈 折 率 を 有 す る 薄 膜 を 形 成 し た 。 得 ら れ た 薄 膜 の 光 学 膜 厚 ndを 実 施
例 １ 同 様 に 求 め た と こ ろ 120nmで あ り 、 所 望 す る 膜 厚 が 得 ら れ て い た 。 ま た 、 液 切 れ 、 外
観 不 良 は 見 当 た ら な か っ た 。 以 上 の 結 果 を 表 ２ に 示 す 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ＜ 実 施 例 ９ ＞
　 実 施 例 １ １ の 組 成 に 対 し 、 溶 媒 を ｎ － ブ タ ノ ー ル 47重 量 ％ 、 ト ル エ ン 50重 量 ％ と し た 以
外 は 、 全 て 実 施 例 １ １ と 同 条 件 と し 、 低 屈 折 率 用 の 反 射 防 止 膜 用 組 成 物 を 得 た 。 得 ら れ た
反 射 防 止 膜 用 組 成 物 を 用 い て 、 実 施 例 １ １ 同 様 の 条 件 に て 基 板 １ 上 に 低 屈 折 率 を 有 す る 薄
膜 を 形 成 し た 。 得 ら れ た 薄 膜 の 光 学 膜 厚 ndを 実 施 例 １ 同 様 に 求 め た と こ ろ 120nmで あ り 、
所 望 す る 膜 厚 が 得 ら れ て い た 。 ま た 、 液 切 れ 、 外 観 不 良 は 見 当 た ら な か っ た 。 以 上 の 結 果
を 表 ２ に 示 す 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ＜ 実 施 例 １ ０ ＞
　 実 施 例 １ １ の 組 成 に 対 し 、 溶 媒 を ｎ － ブ タ ノ ー ル 47重 量 ％ 、 キ シ レ ン 50重 量 ％ と し た 以
外 は 、 全 て 実 施 例 １ １ と 同 条 件 と し 、 低 屈 折 率 用 の 反 射 防 止 膜 用 組 成 物 を 得 た 。 得 ら れ た
反 射 防 止 膜 用 組 成 物 を 用 い て 、 実 施 例 １ １ 同 様 の 条 件 に て 基 板 １ 上 に 低 屈 折 率 を 有 す る 薄
膜 を 形 成 し た 。 得 ら れ た 薄 膜 の 光 学 膜 厚 ndを 実 施 例 １ 同 様 に 求 め た と こ ろ 120nmで あ り 、
所 望 す る 膜 厚 が 得 ら れ て い た 。 ま た 、 液 切 れ 、 外 観 不 良 は 見 当 た ら な か っ た 。 以 上 の 結 果
を 表 ２ に 示 す 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ＜ 比 較 例 ７ ＞
　 実 施 例 １ １ の 組 成 に 対 し 、 溶 媒 を ｎ － ブ タ ノ ー ル ９ ７ 重 量 ％ と し た 以 外 は 、 全 て 実 施 例
１ １ と 同 条 件 と し 、 低 屈 折 率 用 の 反 射 防 止 膜 用 組 成 物 を 得 た 。 得 ら れ た 反 射 防 止 膜 用 組 成
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物 を 用 い て 、 実 施 例 １ １ 同 様 の 条 件 に て 基 板 １ 上 に 低 屈 折 率 を 有 す る 薄 膜 を 形 成 し た 。 得
ら れ た 薄 膜 の 光 学 膜 厚 ndを 実 施 例 １ 同 様 に 求 め た と こ ろ 120nmで あ り 、 所 望 す る 膜 厚 が 得
ら れ て い た 。 ま た 、 乾 燥 ム ラ 等 に よ る 外 観 不 良 は 見 当 た ら な か っ た も の の 、 液 切 れ が 発 生
し た 。 以 上 の 結 果 を 表 ２ に 示 す 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ＜ 比 較 例 ８ ＞
　 実 施 例 １ １ の 組 成 に 対 し 、 溶 媒 を ｎ － ブ タ ノ ー ル 87重 量 ％ 、 メ チ ル イ ソ ブ チ ル ケ ト ン （
Ｍ Ｉ Ｂ Ｋ ） 10重 量 ％ と し た 以 外 は 、 全 て 実 施 例 １ １ と 同 条 件 と し 、 低 屈 折 率 用 の 反 射 防 止
膜 用 組 成 物 を 得 た 。 得 ら れ た 反 射 防 止 膜 用 組 成 物 を 用 い て 、 実 施 例 １ １ 同 様 の 条 件 に て 基
板 １ 上 に 低 屈 折 率 を 有 す る 薄 膜 を 形 成 し た 。 得 ら れ た 薄 膜 の 光 学 膜 厚 ndを 実 施 例 １ 同 様 に
求 め た と こ ろ 120nmで あ り 、 所 望 す る 膜 厚 が 得 ら れ て い た 。 ま た 、 乾 燥 ム ラ 等 に よ る 外 観
不 良 は 見 当 た ら な か っ た も の の 、 液 切 れ が 発 生 し た 。 以 上 の 結 果 を 表 ２ に 示 す 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ＜ 比 較 例 ９ ＞
　 実 施 例 １ １ の 組 成 に 対 し 、 溶 媒 を ｎ － ブ タ ノ ー ル 87重 量 ％ 、 酢 酸 ブ チ ル 10重 量 ％ と し た
以 外 は 、 全 て 実 施 例 １ １ と 同 条 件 と し 、 低 屈 折 率 用 の 反 射 防 止 膜 用 組 成 物 を 得 た 。 得 ら れ
た 反 射 防 止 膜 用 組 成 物 を 用 い て 、 実 施 例 １ １ 同 様 の 条 件 に て 基 板 １ 上 に 低 屈 折 率 を 有 す る
薄 膜 を 形 成 し た 。 得 ら れ た 薄 膜 の 光 学 膜 厚 ndを 実 施 例 １ 同 様 に 求 め た と こ ろ 120nmで あ り
、 所 望 す る 膜 厚 が 得 ら れ て い た 。 ま た 、 乾 燥 ム ラ 等 に よ る 外 観 不 良 は 見 当 た ら な か っ た も
の の 、 液 切 れ が 発 生 し た 。 以 上 の 結 果 を 表 ２ に 示 す 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ＜ 比 較 例 １ ０ ＞
　 実 施 例 １ １ の 組 成 に 対 し 、 溶 媒 を ｎ － ブ タ ノ ー ル 47重 量 ％ 、 ジ ア セ ト ン ア ル コ ー ル 50重
量 ％ と し た 以 外 は 、 全 て 実 施 例 １ １ と 同 条 件 と し 、 低 屈 折 率 用 の 反 射 防 止 膜 用 組 成 物 を 得
た 。 得 ら れ た 反 射 防 止 膜 用 組 成 物 を 用 い て 、 実 施 例 １ １ 同 様 の 条 件 に て 基 板 １ 上 に 低 屈 折
率 を 有 す る 薄 膜 を 形 成 し た 。 得 ら れ た 薄 膜 の 光 学 膜 厚 ndを 実 施 例 １ 同 様 に 求 め た と こ ろ 12
0nmで あ り 、 所 望 す る 膜 厚 が 得 ら れ て い た 。 し か し な が ら 、 乾 燥 ム ラ お よ び 液 切 れ が 発 生
し た 。 以 上 の 結 果 を 表 ２ に 示 す 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ＜ 比 較 例 １ １ ＞
　 実 施 例 １ １ の 組 成 に 対 し 、 溶 媒 を ｎ － ブ タ ノ ー ル 47重 量 ％ 、 イ ソ プ ロ ピ ル ア ル コ ー ル 50
重 量 ％ と し た 以 外 は 、 全 て 実 施 例 １ １ と 同 条 件 と し 、 低 屈 折 率 用 の 反 射 防 止 膜 用 組 成 物 を
得 た 。 得 ら れ た 反 射 防 止 膜 用 組 成 物 を 用 い て 、 実 施 例 １ １ 同 様 の 条 件 に て 基 板 １ 上 に 低 屈
折 率 を 有 す る 薄 膜 を 形 成 し た 。 得 ら れ た 薄 膜 の 光 学 膜 厚 ndを 実 施 例 １ 同 様 に 求 め た と こ ろ
120nmで あ り 、 所 望 す る 膜 厚 が 得 ら れ て い た 。 ま た 、 乾 燥 ム ラ 等 に よ る 外 観 不 良 は 見 当 た
ら な か っ た も の の 、 液 切 れ が 発 生 し た 。 以 上 の 結 果 を 表 ２ に 示 す 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ＜ 比 較 例 １ ２ ＞
　 実 施 例 １ １ の 組 成 に 対 し 、 溶 媒 を ｎ － ブ タ ノ ー ル 47重 量 ％ 、 メ タ ノ ー ル 50重 量 ％ と し た
以 外 は 、 全 て 実 施 例 １ １ と 同 条 件 と し 、 低 屈 折 率 用 の 反 射 防 止 膜 用 組 成 物 を 得 た 。 得 ら れ
た 反 射 防 止 膜 用 組 成 物 を 用 い て 、 実 施 例 １ １ 同 様 の 条 件 に て 基 板 １ 上 に 低 屈 折 率 を 有 す る
薄 膜 を 形 成 し た 。 得 ら れ た 薄 膜 の 光 学 膜 厚 ndを 実 施 例 １ 同 様 に 求 め た と こ ろ 120nmで あ り
、 所 望 す る 膜 厚 が 得 ら れ て い た 。 ま た 、 液 切 れ は 発 生 し な か っ た も の の 乾 燥 ム ラ 等 に よ る
外 観 不 良 が 発 生 し た 。 以 上 の 結 果 を 表 ２ に 示 す 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
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【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 ０ ０ ６ ０ 】
【 図 １ 】 光 学 薄 膜 付 透 明 基 板 の 膜 構 成 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 実 施 形 態 に お け る 塗 工 装 置 を 示 し た 概 略 構 成 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 塗 工 ノ ズ ル に よ る 基 板 へ の 塗 工 状 態 を 示 し た 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ １ 】
　 １ 　 透 明 基 板
　 １ ０ 　 移 動 台
　 １ １ 　 塗 工 ノ ズ ル
　 １ ２ 　 細 隙
　 １ ５ 　 液 供 給 部
　 １ ７ 　 載 置 台
　 １ ８ 　 台
　 ２ ０ 　 駆 動 手 段
　 ２ １ 　 駆 動 手 段
　 ２ ２ 　 駆 動 手 段
　 ３ ０ 　 制 御 部
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